
建
林
正
喜
教
授
略
歴
・
主
要
著
作
目
録

明
治
四
二
年

大
正
一
〇
年

大
正
一
五
年

昭
和
　
四
年

昭
和
　
七
年

昭
和
　
九
年

昭
和
一
六
年

昭
和
一
七
年

昭
和
一
九
年

昭
和
二
三
年

昭
和
二
六
年

昭
和
三
六
年
一

昭
和
三
九
年

　
略

三
月
二
六
目

四
月四

ガ
昔

四
月
一
一
目

三
月
二
二
目

四
月
　
一
目

五
月
　
五
目

九
月
三
〇
目

五
月
二
五
日

四
月
　
一
目

四
月
　
一
目

二
月
二
六
目

三
月
三
一
目

　
歴

山
口
県
に
生
ま
れ
る

山
口
県
柳
井
中
学
校
入
学

広
島
高
等
学
校
文
科
甲
類
入
学

神
戸
商
業
大
学
入
学

同
右
卒
業

昭
和
高
等
商
業
学
校
教
授

彦
根
高
等
商
業
学
校
教
授

陸
軍
司
政
官

朝
鮮
総
督
府
京
城
経
済
専
門
学
校
教
授

広
島
市
立
工
業
専
門
学
校
教
授

広
島
大
学
工
学
都
教
授
兼
政
経
学
部
教
授

経
済
学
博
士
（
京
都
大
学
）

依
願
退
職

建
林
正
喜
教
授
略
歴
・
主
要
著
作
目
録

二
七
七
　
（
五
四
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）

二
七
八
　
（
五
五
〇
）

昭
和
三
九
年
　
四
月
　
一
目
　
　
立
命
館
大
学
経
済
学
部
教
授

鐵
一
二
Ｈ
一
－
立
命
館
大
学
経
済
学
部
長

締
－
Ｈ
一
－
立
命
館
奮
一
館
長

昭
和
四
九
年
　
三
月
三
一
目
　
　
定
年
退
職

　
　
　
　
　
　
学
　
界
　
活
　
動

理
論
計
量
経
済
学
会
、
経
済
理
論
学
会
、
国
際
経
済
学
会
、
経
済
学
史
学
会
会
員

　
　
　
　
　
　
社
会
　
活
　
動

広
島
県
中
小
企
業
審
議
会
会
長
、
同
基
幹
産
業
調
査
対
策
委
員
長
、
同
選
挙
管
理
委
員
等

　
　
　
　
　
　
著
　
　
　
　
　
書

Ｗ
・
Ｓ
・
ト
ム
ソ
ソ
『
人
口
問
題
』
（
翻
訳
）
　
　
　
　
平
凡
杜

Ｈ
・
ク
ラ
ー
ノ
ル
ド
『
国
際
資
源
分
配
論
』
　
（
共
訳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
公
論
杜

Ｆ
・
オ
イ
レ
ソ
ブ
ル
グ
『
広
域
経
済
と
ア
ウ
タ
ル
キ
イ
』
（
翻
訳
）
　
　
富
山
書
房

『
ア
ウ
タ
ル
キ
イ
の
研
究
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
山
書
房

『
外
国
貿
易
と
産
業
循
環
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
一
　
書
　
房

「
現
代
資
本
主
義
」
（
共
著
『
学
問
の
す
す
め
』
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄
　
　
澤
　
　
杜

昭
和
一
四
年

昭
和
一
五
年

昭
和
一
七
年

昭
和
一
七
年

昭
和
三
六
年

昭
和
四
一
年



「
ケ
イ
ソ
ズ
一
般
理
論
」
（
共
著
『
杜
会
科
学
の
道
標
』
）
　
　
　
雄
揮
杜

「
増
補
外
国
貿
易
と
産
業
循
環
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄
　
　
澤
　
　
杜

　
　
　
　
　
　
主
　
要
　
論
　
文

わ
が
国
人
口
間
題
の
解
決
方
針
（
内
務
省
人
口
問
題
研
究
所
懸
賞
論
文
集
）

ア
ウ
タ
ル
キ
イ
の
理
想
像
（
昭
和
高
商
論
集
）

フ
イ
ヒ
テ
の
ア
ウ
タ
ル
キ
イ
論
（
同
右
）

ゴ
ッ
ト
ル
の
ア
ウ
タ
ル
キ
イ
論
（
同
右
）
．

独
乙
ア
ウ
タ
ル
キ
イ
政
策
の
ロ
マ
ン
的
性
格
（
国
民
経
済
雑
誌
）

ア
ウ
タ
ル
キ
イ
と
人
口
問
題
（
昭
和
高
商
論
集
）

戦
時
下
ド
イ
ツ
の
食
料
間
題
（
国
民
経
済
雑
誌
）

支
那
農
業
金
融
に
、
つ
い
て
（
彦
根
高
商
論
叢
）

現
地
自
活
論
序
説
（
同
右
）

貨
幣
賃
金
と
実
質
賃
金
（
広
島
大
学
工
学
部
工
業
経
営
学
科
機
関
誌
「
工
業
経
営
」
第
一
巻
第
一
号
）

再
生
産
表
式
に
お
け
る
投
資
誘
因
に
つ
い
て
（
工
業
経
営
　
第
二
巻
第
一
号
）

生
産
的
労
働
及
び
生
産
的
産
業
構
造
（
修
道
短
大
商
経
学
会
論
集
第
一
巻
第
一
号
）

国
際
賃
金
の
決
定
機
構
（
同
右
　
篤
二
巻
第
二
号
）

産
業
構
造
論
の
課
題
（
同
右
第
三
巻
第
二
号
）

　
　
　
建
林
正
喜
教
授
略
歴
・
主
要
著
作
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
九

昭
和
四
二
年

昭
和
四
七
年

昭
和
一
〇
年

昭
和
一
一
年

昭
和
一
二
年

昭
和
一
三
年

昭
和
二
二
年
七
月
号

昭
和
一
四
年

昭
和
一
五
年
九
月
号

昭
和
一
六
年
五
月
号

昭
和
一
九
年
二
月
号

昭
和
二
六
年

昭
和
二
七
年

昭
和
二
七
年

昭
和
二
八
年

昭
和
二
九
年

（
五
五
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）

価
値
法
則
と
賃
金
格
差
（
工
業
経
営
　
第
四
巻
第
一
号
）

価
直
、
平
均
利
潤
お
よ
び
最
大
限
利
潤
の
諸
法
則
（
同
右
　
第
四
巻
第
二
号
）

資
本
制
的
再
生
産
の
法
則
と
恐
慌
（
同
右
　
第
五
巻
第
二
号
）

資
本
制
再
生
産
と
外
国
貿
易
（
同
右
　
第
六
巻
第
一
号
）

資
本
制
再
生
産
の
法
則
と
産
業
予
備
軍
（
同
右
　
第
六
巻
第
二
号
）

再
び
資
本
制
再
生
産
と
外
国
貿
易
に
つ
い
て
（
同
右
第
七
巻
第
一
号
）

再
生
産
過
程
に
お
げ
る
貨
幣
流
通
及
び
実
現
恐
慌
１
（
同
右
　
第
七
巻
第
一
号
）

再
生
産
過
程
に
お
げ
る
貨
幣
流
通
及
び
実
現
恐
慌
皿
（
同
右
　
第
七
巻
第
二
号
）

資
本
制
再
生
産
お
よ
び
外
国
貿
易
（
世
界
経
済
評
論
）

資
本
制
再
生
産
及
び
産
業
予
備
軍
（
岸
本
英
太
郎
編
『
資
本
主
義
と
失
業
』
目
本
評
論
杜
）

利
潤
率
低
下
の
法
則
と
周
期
的
恐
慌
（
工
業
経
営
第
八
巻
第
一
号
）

固
定
資
本
の
回
転
と
産
業
循
環
（
同
右
第
八
巻
第
二
号
）

国
際
価
値
論
序
説
（
松
山
商
科
大
学
創
立
一
〇
周
年
記
念
論
文
集
）

国
際
価
値
の
法
則
に
つ
い
て
（
工
業
経
営
　
簾
一
〇
巻
第
二
号
）

過
剰
生
鹿
の
本
質
（
経
済
評
論
）

自
然
成
長
率
に
か
ん
す
る
覚
書
（
「
立
命
館
経
済
学
」
第
一
三
巻
第
一
・
二
号
）

国
際
経
済
の
現
状
と
課
題
（
講
座
『
杜
会
科
教
育
」
第
五
巻
）

二
八
○

（
五
五
二
）

昭
和
二
九
年

昭
和
二
九
年

昭
和
三
〇
年

昭
和
三
一
年

昭
和
三
一
年

昭
和
三
二
年

昭
和
三
二
年

昭
和
三
二
年

昭
和
三
；
年
五
月
号

昭
和
三
二
年

昭
和
三
三
年

昭
和
三
三
年

昭
和
三
四
年

昭
和
三
五
年

昭
和
三
六
年
七
月
号

昭
和
三
九
年

昭
和
四
〇
年



不
安
定
性
原
理
に
つ
い
て
（
「
立
命
館
経
済
学
」
第
二
二
巻
第
六
号
）

不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展

　
バ
ラ
ソ
ス
対
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
成
長
論
争
批
判
　
　
（
同
右
　
第
一
四
巻
第
四
号
）

同
右
（
そ
の
二
）
　
　
再
生
産
論
と
成
長
理
論
　
　
（
同
右
　
第
一
四
巻
第
六
号
）

国
際
価
値
の
法
則
と
不
均
等
発
展
（
『
名
和
統
一
教
授
還
歴
記
念
論
文
集
」
目
本
評
論
杜
）

実
現
理
論
と
し
て
の
成
長
理
論
（
「
立
命
館
経
済
学
」
第
一
八
巻
第
六
号
）

近
代
経
済
学
に
お
げ
る
数
学
利
用
（
同
右
　
第
一
九
巻
第
三
号
）

マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
げ
る
数
学
利
用
（
同
右
第
一
九
巻
第
六
号
）

国
家
・
外
国
貿
易
と
再
生
産
（
同
右
　
第
二
〇
巻
第
三
号
）

独
占
利
潤
の
法
則
と
世
界
市
場
恐
慌
（
同
右
　
第
二
〇
巻
第
四
号
）

世
界
市
場
お
よ
び
恐
慌
（
『
松
井
清
教
授
還
歴
記
念
論
文
集
』
有
斐
閣
）

総
供
給
価
格
考
（
「
立
命
館
経
済
学
」
第
二
二
巻
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
書
　
　
　
　
　
評

高
木
幸
二
郎
『
恐
慌
論
序
説
』
（
経
済
評
論
）

梅
津
和
郎
『
国
際
経
済
論
序
説
』
（
「
立
命
館
経
済
学
」
第
一
四
巻
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
主
　
要
資
　
料

中
禺
地
方
国
民
所
得
の
推
算
試
例
に
つ
い
て
（
中
国
地
方
綜
合
統
計
月
報
　
第
一
二
号
）

　
　
　
建
林
正
喜
教
授
略
歴
・
主
要
著
作
目
録

二
八
一

昭
和
四
〇
年

昭
和
四
〇
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
二
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
八
年

昭
和
四
八
年

昭
和
三
六
年
五
月
号

昭
和
四
〇
年

昭
和
二
六
年

（
五
五
三
）

■



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）

仁
方
ヤ
ス
リ
エ
業
に
お
げ
る
賃
労
働
（
工
業
経
営
第
三
巻
第
二
号
）

高
梁
川
流
域
杜
会
経
済
ユ
ネ
ス
コ
調
査
（
共
著
東
大
出
版
会
）

呉
市
市
民
所
得
推
計
分
析

三
原
市
市
民
所
得
推
計
分
析

尾
道
市
市
民
所
得
推
計
分
析

尾
道
商
工
白
書

庄
原
市
市
民
所
得
分
析

基
幹
産
業
調
査
報
告
書
（
製
鉄
業
）
（
広
島
県
）

広
島
湾
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ソ

呉
市
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ソ

津
山
市
の
市
民
所
得
と
財
政
（
共
著
「
津
山
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
）

工
業
都
市
の
市
民
所
得
（
「
立
命
館
経
済
学
」
第
一
五
巻
第
五
・
六
号
）

商
業
都
市
の
市
民
所
得
（
同
右
第
ニ
ハ
巻
第
一
号
）

　
　
　
　
二
八
二
　
（
五
五
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
二
年

　
　
　
　
　
　
昭
和
三
三
－
三
四
年

　
　
　
　
　
　
昭
和
三
三
－
三
六
年

昭
和
三
三
－
三
七
年
、
昭
和
四
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
八
年

　
　
　
　
　
　
昭
和
三
四
－
三
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
二
年

●


